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書評

重原　聡●

　「こんな本があったらいいのに！」と思っていた書

籍がこのたび発刊された．

　近年，歯科医療の欠損補綴治療における一つのオ

プションとしてインプラント治療は社会に認知さ

れ，一般開業医，大学病院においても広く行われる

ようになってきた．世界では 100社以上，日本国内

のメーカーもそれぞれインプラントシステムを発売

している．このような状況の下，既に他院でインプ

ラント治療を受けた患者が，何らかの理由で来院す

るケースが増加傾向にあるのも事実である．中に

は，十年以上経過したインプラントシステムの場合

もある．多くは，近医によるメインテナンス希望に

もかかわらず転勤等の理由で来院されるケースだ

が，トラブルが生じて来院されるケースも少なくな

い．主訴や口腔内状況，レントゲンなどから得られ

る情報によって，インプラントの部位やタイプは推

測可能であるが，安易な対応は，かえって二次的な

トラブルに見舞われるリスクがある．的確な判断，

処置，対応を行うためには，確実にインプラント

メーカーを把握し，システムや特徴を理解しておく

事が必須であると考える．

　本書には，インプラントシステムの鑑別における

重要な事項が網羅されている．すべてのインプラン

トを見開きで紹介し，左頁には実際の形状とレント

ゲン透過像，アバットメントコネクションの拡大

像，使用ドライバーが提示され，右頁には臨床のレ

ントゲン像と，その特徴と類似したインプラントの

鑑別方法におけるポイントが述べられている．拡大

された画像によって特徴が容易に理解でき，臨床の

流れに即した判断基準の留意点を押さえた内容と

なっている．また各メーカーの問い合わせ先が明記

され，まさに臨床家の，臨床家による，臨床家のた

めの至れり尽くせりの情報が盛り込まれている．

　戦時中，軍艦に乗って双眼鏡で監視している人は

敵戦艦を発見したとき，影絵で敵戦艦の判別，戦力

を報告できるようにトレーニングされていたとい

う．まさにインプラント臨床で，我々がレントゲン

に現れた画像をみるときに必要なトレーニングと同

じなのではないだろうか．歯科の臨床では，双眼鏡

をレントゲンに置き換えて来院される患者の情報を

読み取らなければならない．通常，最も多く臨床で

見かける影絵の謎は，まさに「このインプラントな

に？」である．そのときに提示されたレントゲン像

が，その答えを導いてくれる．影絵での判別は大変

重要である．

　『このインプラントなに？』は“臨床に役立つイン

プラント図鑑 2011”と思えるほど，豊富な資料と

臨床写真が提示されており，即，臨床に役立つ充実

した内容になっている．臨床医が直面している問題

点を痛感し，誰かがやらねばとの使命感から本書が

生まれたことが伝わってくる．まさに熱意，努力，

根気の賜物であり，改めて敬意を表したい．

　これまで幾度となく，判別，対応に苦慮した経験

がある．その度に様々な手段を用いて調べ，時間，

費用を費やしてきたが，本書を手にしてからは，必

携の書となり，臨床上の安心にも繋がっている．

　的確な対処法，メインテナンス法が行えることは，

患者にとっても福音であり，信頼関係の確立にも寄

与し後に他の部位の治療にも繋がる．今後，本書に

よってさらに安全，確実な，患者のためのインプラ

ント臨床が普及していくことであろう．インプラン

ト臨床を行っている医院には必携の一冊である．
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このインプラントなに？
他医院で治療されたインプ
ラントへの対応ガイド
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